
国
労
本
部
は
貨
物
会
社
に
対
し
て

「
２
０
１
６
年
度
夏
季
手
当
」
の
支
払

い
に
関
す
る
申
入
れ
に
つ
い
て
要
求
趣

旨
を
５
月
23
日
に
行
い
ま
し
た
。

本
部
は
、
趣
旨
説
明
の
中
で
、
消
費

税
増
税
な
ど
に
よ
り
物
価
上
昇
に
賃
金

が
追
い
付
く
こ
と
が
な
け
れ
ば
持
続
し

た
経
済
成
長
に
は
繋
が
ら
な
い
こ
と
か

ら
も
、
家
計
に
打
撃
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

国
労
が
集
約
し
た
「
賃
金
と
生
活
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
「
赤
字
と

そ
の
補
填
に
つ
い
て
」
の
回
答
で
は
～

赤
字
・
66
％
回
答

毎
月
赤
字
あ
り
と
の
回
答
が
66
％
。

夏
季
手
当
の
使
途
は
～
①
「
生
活
費
の

補
填
」
・
次
に
「
貯
金
」
・
「
借
金
返

済
」
な
ど
で
「
生
活
給
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。

貨
物
会
社

内
部
留
保
８
５
０
億
円

16
春
闘
で
は
17
年
連
続
と
な
る
「
ベ

ア
・
ゼ
ロ
」
回
答
を
行
い
ま
し
た
。
国

労
の
試
算
で
は
貨
物
会
社
の
内
部
留
保

は
８
５
０
億
円
。
そ
れ
を
１
・
８
％
取

り
崩
す
だ
け
で
１
万
５
千
円
の
賃
上
げ

が
可
能
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

き
ま
し
た
。
ベ
ア
実
施
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

経
常
利
益
は

59
億
円

「
２
０
１
５
年
度
決
算
」
は
、
経
常
利

益
は
59
億
円
、
当
期
純
利
益
は
50
億
円

と
な
り
、
６
期
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
会
社
発
足
か
ら
社
員
数
を
減
少

さ
せ
、
売
上
高
人
件
費
比
率
は
25
％
台

と
な
り
ま
し
た
。

期
末
手
当
で
の
生
活
給
の
考
え
方
を
、

過
去
の
交
渉
経
過
を
反
故
に
し
て
ま
で

２
ヶ
月
に
切
り
下
げ
、
賃
金
抑
制
で
の

コ
ス
ト
削
減
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
劣
悪

な
労
働
条
件
、
労
働
環
境
の
下
で
、
安

全
輸
送
の
確
保
に
努
め
る
社
員
と
、
そ

れ
を
支
え
る
家
族
の
苦
し
い
中
で
の
頑

張
り
が
あ
っ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
事
実
で
す
。

利
益
を
還
元

強
く
訴
え
た

貨
物
会
社
で
は
現
在
、
経
営
自
立
計

画
・
中
期
経
営
計
画
で
の
「
鉄
道
事
業

部
門
の
黒
字
化
」
を
絶
対
条
件
に
、
徹

底
し
た
効
率
化
や
合
理
化
を
推
し
進
め

大
変
厳
し
い
労
働
条
件
の
下
で
昼
夜
を

問
わ
ず
安
全
輸
送
を
担
っ
て
い
ま
す
。

低
賃
金
に
見
合
わ
な
い
責
任
の
重
さ

と
将
来
不
安
か
ら
若
年
退
職
を
選
択
す

る
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

人
件
費

４
０
０
億
円
切
る

人
件
費
が
今
年
度
事
業
計
画
で
４
０

０
億
円
を
切
っ
て
お
り
、
人
件
費
の
削

減
が
進
ん
で
い
る
中
で
利
益
確
保
で
は

真
の
経
営
改
善
と
は
言
え
ず
、
社
員
が

正
当
な
分
配
を
受
け
る
こ
と
は
当
然
の

権
利
で
あ
り
、
企
業
の
社
会
的
責
任
と

し
て
の
当
然
の
義
務
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
経
営
陣
の
猛
省
を
促
さ
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

貨
物
会
社
を
担
う
社
員
に
対
し
、
計

画
以
上
の
、
儲
け
を
出
し
て
い
る
中
で

は
JR
内
最
低
の
期
末
手
当
の
低
額
支
給

を
改
め
、
経
営
判
断
で
社
員
の
労
苦
に

応
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
経
営
の

「
糧
」
で
あ
る
「
社
員
」
に
対
し
、
今

夏
季
手
当
に
お
い
て
利
益
を
還
元
す
べ

き
で
あ
る
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。
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国
鉄
新
潟貨物会社は「貴側の申入れの趣旨については

承った」とし、収入状況では、熊本の大災害で

あったが、何とか乗り切り４月は計画を上回る

状況であったが、５月に入りコンテナが計画を

下回っている。

直近の収入状況は、対計画に対しコンテナ９

７．２％△１億４５００万円、車扱１０２．３

％＋１２００万円、合計９７．７％△１億３３

００万円となり、年度ベースでは若干のプラス

の状況である。

承った趣旨については、しっかりと経営に伝

えたい。事業計画の位置づけ、昨年度決算の成

績を元に交渉を進めたい。スケジュールについ

て、回答は６月第３週予定している。

次回、第２回交渉は、５月３０日収入動向を

予定している。


